
 

 
 

第３回 京都市学校歴史博物館 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正門は明治３４年に建築された高麗門です。     正面が展示室入口で、右が事務所のある管理棟です 

 

皆さん、京都市学校歴史博物館に行ったことはありますか？ 

場所は下京区御幸町通仏光寺下がる、開智学区（旧開智小学校）にあります。 

 

ムﾑ！？京都の中心部、町中に住んでいないと住所や学区名を聞いただけでは何処にあるのかわからない局

長さんが多いのではないでしょうか！ 

 

開智学区？ 

そう、今日は日本で初めて京都に明治２年に創設された「番組小学校」６４校の一つ、旧開智小学校の跡地

に開館した「京都市学校歴史博物館」（以下 学校歴史博物館と略します）を紹介したいと思います。 

 

ＩＣＯＭ（国際博物館会議）京都大会記念局「８Ｊ（Ｎ）３ＩＣＯＭ」を開局するために後援名義等使用許可をい

ただいた関連事業様は「ＩＣＯＭ京都大会 2012組織委員会」様ともう一つ「京博連（京都市内博物館施設連

絡協議会）様の２箇所ありました。 

今回はその一つ、京博連事務局（京都市教育委員会 生涯学習部）吉原係長様に、ここ学校歴史博物館 事業

課 佐々木業務係長様をご紹介いただいて取材させていただくことが出来ましたのでご紹介します。 

 

学校歴史博物館は、開館２０年にあたる記念誌「二十年の彩り」の中に、 

   ・「まちづくりは人づくりから」 （上村淳之 館長） 

・京都市学校歴史博物館は、 

「京都は我が国の近代学校教育の発祥地」 

「番組小学校はまちづくりを考える原点」 

「学校を支えた地域社会」 

     の３つの基本コンセプトのもと、１９９８年（平成１０年）１１月１１日に開館した。 

     （在田正秀 京都市教育長） 

と明確に開館にいたった経緯が書かれています。 

 

私自身、実は昨年度 京都市が行った「明治１５０年 京都のキセキ・プロジェクト」でも取り上げた４大

事業の中の一つに「番組小学校」があり、その縁もあってここ学校歴史博物館をはじめ旧番組小学校跡を訪問

したり書籍等で調べたことがあります。 

 

１５０年前、いかにしてこの番組小学校が作られたのかを知ることは本当に大事なことだと思い、案内して

いただいた佐々木係長様にも、是非、京都市内の公立小学校の児童さんには、小学校にいる間にはせめて一度

はここに訪れて見学して欲しい、そんな課外学習のプログラムを教育委員会様に作ってもらいたい！と無理な

（？）お願いまで出したほどです。 



番組小学校創設１５０周年に当たる今年、５月１９日よりいよいよここ学校歴史博物館様でも特別展が始ま

りました。 

 

今年一杯行われる４回にわたる特別展ならびにそれに関連する講演やリレー講座があります。 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

上：広報資料（特別展、関連イベント） 下：特別展 その１ 始動 ５月１９日～７月２９日パンフレット  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

楕円部拡大 

 

明治という新しい時代が幕を開けた直後、京都の中心部に合計６４を数える、「地域による、地域のための」

小学校が創設されました。これらの小学校は、今から５００年くらい前の室町時代につくられた町組をルーツ

とする「番組」を学区としたので、番組小学校と呼ばれています。この番組小学校もまた、現存する京都市の

小・中学校のさまざまなルーツとなっていきました。 

 

そしてその番組小学校は明治２（１８６９）年に成立しており、令和元（２０１９）年は１５０周年のメモ

リアルイヤーとなります。これを記念し、全４回にわたって番組小学校の資料を紹介していくのが、本特別展

「番組小学校の軌跡―京都の復興と教育・学区―」です。 

 

本特別展では、全６４の番組小学校１つ１つへできる限りスポットを当て、その各学校に関連する資料を１

校ごとに展示していきます。また各小学校の紹介は、「政治部学政類 第一 京都府」に示された開校式の実

施順に沿っています。とくに、「その１ 始動」では、明治２（１８６９）年の５月～７月の間に開校式を行

った、１３の番組小学校を紹介します。 

 

下：展示品リスト 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

学校歴史博物館には１階に常設展示場と第２展示室（企画  

展示） 

２階に第４展示室（開智教育資料室） 

３階に第３展示室（企画展示） 

がありますが、今回の特別展では、 

 

１階の第２展示室を（第１会場）に、２階の第４展示室を（第２会場）に、３階の第３展示室を（第３会場） 

とし、また３階の廊下では「番組小学校１５０年～明治の情熱 今に～」という約３０分の映像がモニターテ

レビで放映されています。 

 

 各展示室には選りすぐられた展示品が説明パネルと共に展示されていますが、その時代背景や名前の由来な

どが書かれたパネルも合わせて掛けられており、そう言ったパネルに「なるほど！」と思わせる物があります。 



 例えば、 

 

１・学区の呼び名の変遷 番 組
（明治２年）

→区→小学区→組→ 学 区
（明治２５年）

 

 

２・学校 

   欧米で塀に囲まれている学校を見ることはないが、 

 「学」＝「農作物の収納倉
し の ぐ ら

」を意味し、部族の長の所有物に関係する大切な場を指したことば 

 「校」＝大将や幕僚のいる陣営のしきりという意味のことば 

   よって、「学」、「校」両者とも自由に入ることの出来ない領域の意味を元々持っていて、明治以降の多

くの日本の学校に塀が設けられていった背景には、学校に対する日本人の意識があった。 

 

３・修学旅行 

 政府が師範学校を軍隊のような組織にするため、「行軍」を取り入れたことに起源を持つ。 

   これに対して師範学校は極端に軍隊のようにするのはよくないと考え、移動の中に勉強（修学）の一面

を導入することにした。こうして成立した「修学」するための「旅行」は、交通機関の発展にともなっ

て少しずつ小学校にも広がった。 

 

４・番組小学校で学ぶ科目は４つ 

 句読（手本通りに読む） 

 諳誦
そらふみ

（暗記してそれを口で述べること） 

 習字 

 算術 

 

５・精勤日直 

 毎月１日と１５日が休み 

 復習の日が月に４日 

 試験の日が月に１日 

    

試験に合格しなければ進級出来ない、授業料が必要だった（小学校経営の重要な収入源だった）など、 

役にたつ資料が豊富に展示されています。  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３Ｆ廊下にあるモニターＴＶコーナー 

 

 

 

パンフレットの館内（展示室）案内図 

 

 

学校歴史博物館所蔵品はインターネットのＨＰ（http://kyo-gakurehaku./p/）に大変詳しく紹介されています。 

また優れた美術品も多数所蔵され、展示もされています。 

 



 

 

 

 

 

７月から予定されているリレー講座のパンフレット 

  

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開館二十年誌「二十年の彩り」ではこれまでの二十年間の企画展・特別展の内容も紹介されています。 

 

これからも様々な講演・リレー講座が開催されます。 

是非 この機会に学校歴史博物館を訪れ、これら行事に参加されてみてはいかがでしょうか？ 

 

            

※参考関連書籍 

 京都市学校歴史博物館 常設展示解説図録 平成２１年３月３１日発行 

    京都市教育委員会 京都市学校歴史博物館編集 

学びやタイムスリップ ―近代京都の学校史・美術史― ２０１６年１１月発行 

   京都市学校歴史博物館編集 京都新聞出版センター発行 

 京都の学校社会史  ２０１4年６月３０日発行 小林昌代著 

転生の都市・京都  １９９９年７月３０日発行 辻 ミチ子著 ㈱阿吽社発行 

写真で見る 京都 むかしの小学校 ２０１２年３月２日発行 竹村佳子著 

    京都市学校歴史博物館協力 

 などなど沢山あります。 



速報！ 特別展関連対談「作者にあおう！ 番組小学校を描く」 
 

 

６月１５日に開催された対談に事前申込をして参加してき

ました。 

  

番組小学校研究の第一人者と言っていい和崎光太郎・浜松学

院大学短期大学部講師/京都市学校歴史博物館顧問と番組小学

校（京極小）出身の小説家 荒木源氏による特別展関連企画の

対談です。 

 

和崎氏は今年春まで学校歴史博物館の学芸員として在籍さ

れ、昨年の「明治１５０年 京都のキセキ ８Ｎ３ＭＫＫ」で

は、ＱＳＬやアワードに使う番組小学校の写真（旧龍池小学

校・現京都国際マンガミュージアム）をお借りする時にお世話

になったり、今年３月には「東山区教育フォーラム」での講演

を聴きにいった時もご挨拶させていただきました。 

 

軽快な語り（少し早口の！）とユーモアを交えた講演で多く

のファン（？）が詰めかけ、今日も約６０名の参加者の半数ほ

どが女性で他の講演よりは女性の割合が多いことでも人気が

分かります。 

 

一方、荒木氏は京都御苑の北東・河原町今出川に近い京極小

の出身であり、「ちょんまげぷりん」や「オケ老人」など映画

化された小説を書かれた、自称“エンターテイメント小説家”

で、現在は東京在住だそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加者に配られた資料の一部より 

 

学校歴史博物館の林氏の司会で定刻の午後２時にスタート。 

和崎氏本人によると全部で３枚という、これまでで最も少ないスライドを使った番組小学校の成り立ちをは

じめ約３０分にわたっての解説がありました。 

 

続いて、本日の特別ゲストの荒木氏から、今日のテーマとなった「御苑に近き学び舎に」という小説を書く

に至った経緯やご苦労話などを２０分ほどにわたってお話しして頂きました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場は３Ｆ 講演室にて 黒板の前にスライドを映すスクリーンを挟んで対談者の席が設けられていました 

 

休憩を挟むことなくそのまま和崎氏が用意した７つの質問（実際には飛入りで１つ増え８つになりましが）

に応える形で対談が始まりました。 

 

荒木氏が書かれた「御苑に近き学び舎に」は恐らく番組小学校を題材にした始めての小説であり、番組小学

校でも最も資料の少ない（無いといってもよい）京極小のことを扱うことの苦労談や、逆に想像（フィクショ

ン）でありながら、書かれたことを否定出来ない小説家ならではの推理を集めて書かれた文章に面白さが出て

いる、と和崎氏は絶賛されています。 

 

ちなみに、完成した原稿を荒木氏から和崎氏に送った時、和崎氏が感想を述べたられた返信メールがそのま

ま書籍の「帯」になったという逸話もお聞きすることができました。 

 

原稿を書く中での新しい発見や６４校あった番組小学校の中で上京第２８番組と２９番組が一緒になって

最後の最後、１２月２１日に開校した理由がやはり資金的なことが最も大きかったことなどが想像され、天皇

が京都から去られた後をいかに復興させるかが優先された結果の小学校建設だったことがわかります。 

 

当時子供と言えども貴重な労働力であり、授業料の掛かる小学校に通えたのは僅か２割程度しかありません

でした。おまけに子供のいない家庭にまで町内の全ての家には竈金（かまどきん）という学校を運営するため

の資金が徴収されたのです。 

 

京極の住人にとっては、建設は「とんでもないものを押し付けて来た！」という気持ちだったでしょう。 

でも「しょうがない！」 

京都が都でなくなるということは、新しいことをしないと将来がない！という危機感を強く持つことになっ

たのです。 

京都府からの小学校建設の設計図には、行政の出先機関を兼ねた支所や警察の分署なども入り、子供たちに

学問を教える場だけではなく、地域のコミュニティーの場としての機能もあったことが今日まで強く各学区の

集まりの場として残っている名残りです。 

 

尚、荒木氏の書かれた本「御苑に近き学び舎に」という題名は京極小学校の校歌の中にある歌詞から取って

付けられた名前だそうです。 

最後に、これからの学校教育における考えなどをお聞きして、定刻の午後３時３０分にお開きとなりました。 

 

今も京都の街には「学区」が強く生活に密着して息づいています。 

ただ、京都市が行った平成２８年度自治会・町内会アンケートの報告書によりますと、自治会・町内会の加

入率が京都市全体で７６．１％で、一番加入率の高いのが中京区の８０％であり、逆に低いのが西京区（本所管

内）が４２％、（洛西管内）が６５％、伏見区（醍醐支所管内）が６５％などと下がってきている傾向にあり、

徐々にではありますが《近所付き合い》が薄れてきていることに不安を持つのは私だけでしょうか？ 

 

        取材協力：京都市学校歴史博物館様 

 

編集部より：この紹介記事につきましては、発表前に佐々木業務係長様始め学芸員様にも速報を入れた事に

よって二度も目を通していただき、表現のおかしい所や修正すべき点を的確にご指摘戴きました。改めまして

御礼申し上げます。 


